
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す

①
高
校
生
年
代
ま
で
対
象
を
拡
大

　
支
給
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
と

な
り
、
高
校
生
年
代
（
18
歳
年
度

末
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

②
所
得
制
限
を
撤
廃

　
前
年
度
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず

手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
第
3
子
以
降
は
全
て
月
3
万
円

　
3
人
以
上
の
児
童
（
18
歳
年
度

末
を
経
過
し
た
後
22
歳
年
度
末
ま

で
の
子
を
含
み
ま
す
）
を
養
育
し

て
い
る
場
合
、
第
3
子
以
降
の
支

給
月
額
を
3
万
円
に
増
額
し
ま
す
。

④
支
給
回
数
を
年
６
回
に
変
更

　
従
来
の
年
3
回
（
前
月
ま
で
の

4
カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
）
か

ら
、偶
数
月
の
年
6
回（
前
月
ま
で

の
2
カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
）

に
変
わ
り
ま
す
。

⑤
支
給
日
を
10
日
に
変
更

　
支
給
日
が
5
日
か
ら
、10
日（
金

融
機
関
休
業
日
の
場
合
は
そ
の
直

前
の
営
業
日
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　
拡
充
後
（
令
和
6
年
10
月
分
以

降
）の
手
当
の
初
回
支
給
月
は
、令

和
6
年
12
月
で
す
。

　
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
る
人

な
ど
、
お
手
続
き
が
必
要
と
な
る

見
込
み
の
あ
る
人
へ
は
、
9
月
上

旬
に
市
か
ら
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
こ
ど
も
政
策
課（
内
線
２
０
５
）

令
和
６
年
10
月
分（
12
月
支
給
分
）～

現状
０～２歳 １万 5000 円
３歳～
小学生 1 万円 第３子以降

１万5000円
中学生 １万円
高校生 なし

所得制限あり

拡充後
１万 5000 円

第３子
以降
３万円

1 万円

１万円
１万円
所得制限なし

●拡充後の児童一人あたりの手当額（金額は月額）

「富田林市（仮称）こども・子育てプラザ」	
整備に向けたワークショップを開催
　本市では市内の東西（東地域：児童館の北側、西
地域：金剛中央公園内）に子どもや子育ての拠点施
設「（仮称）こども・子育てプラザ」を整備する準
備を進めています。
　子どもや保護者の皆
さんが自ら進んで行き
たくなるような魅力的
な施設にするために、
ぜひご意見をお聞かせ
ください。
とき　９月21日㈯、午前10時～正午（午前９時30
分～開場）
ところ　T

と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プラザ）
テーマ　①「パパ・ママにとって理想の子育て環境
で特に必要と考えるもの」、②「次代を担うこども
たちの健やかな成長に特に必要と考えるもの」、③

「こども・子育て支援に特に必要と考えられる新施
設の機能や取り組み」
対象者　市内在住で18歳以上の人　
定員　30人　※託児あり。
申し込み　９月14日㈯、午後５時までに、電話で
児童館〔☎ (25)0666〕へ（申し込み多
数の場合抽選）
※右図からも申し込み可。

「つながるファイル」
説明会
～発達支援のためのファイル～

　
発
達
に
つ
い
て
支
援
が
必
要
な

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
そ
の
保
護

者
と
担
任
の
先
生
な
ど
の
支
援
関

係
者
が
、
子
ど
も
の
発
達
状
況
を

共
通
に
理
解
し
、
一
緒
に
考
え
な

が
ら
、
効
果
的
な
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
「
つ

な
が
る
フ
ァ
イ
ル
」
の
活
用
方
法

な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

と
き　
９
月
26
日
㈭
、
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

 

Tト
ピ

ッ

ク

o
p
i
c

内
容　
①
学
校
な
ど
で
の
活
用
例

に
つ
い
て
の
紹
介
、
意
見
交
流
、

②
つ
な
が
る
フ
ァ
イ
ル
と
は
何
か
、

作
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
活
用
方
法
な

ど
の
説
明
、
同
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

演
習

対
象
者　

①
は
同
フ
ァ
イ
ル
を

持
っ
て
い
る
人
、
②
は
同
フ
ァ
イ

ル
を
持
っ
て
い
な
い
人

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳（
②
の

み
）

定
員　
各
15
人　

※
保
育
あ
り（
定
員
５
人
程
度
、申

し
込
み
先
着
順
）。

申
し
込
み　
９
月
６
日
㈮
～
20
日

㈮
に
、
子
育
て
応
援
課
（
内
線

２
８
５
）
へ
（
申
し
込
み
先
着
順
、

電
話
申
し
込
み
可
）

※
下
図
か
ら
も
申
し
込

み
可
。

6広報とんだばやし2024年９月号



 　
金
剛
ふ
る
さ
と
バ
ス
の
ス
マ
ホ

定
期
券
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
通
勤
」

に
加
え
、
新
た
に
「
通
学
」「
各
種

割
引
」「
小
児
」
の
各
種
定
期
券
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

■
ス
マ
ホ
定
期
の
種
類
（
各
1
カ

月
お
よ
び
3
カ
月
）

・「
通
勤
」

・「
通
学
」

・「
各
種
割
引
」

・「
小
児
」　

　
「
各
種
割
引
」
は
、
身
体
障
が
い

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
人
が
購
入
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
通
学
」「
各
種
割
引
」

「
小
児
」
の
購
入
に
は
、
各
種
証
明

書
類
な
ど
の
提
出
（
ア
プ
リ
上
で

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。

支
払
方
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済　

※
ス
マ
ホ
定
期
券
の
利
用
に
は
、

アドプト・ロード・プログラム登録団体募集
　アドプト・ロード・プログラムとは、市が管理してい
る道路において、地元自治会や企業などのボランティア
団体が、清掃などの美化活動を継続的に行うことにより、
身近な道路の環境改善を図るものです。
　ご登録いただける団体がありましたら、下記までお問
い合わせをお願いします。
問道路公園課（内線412、414）

「金剛ふるさとバス」沿線向けの	 	
公共交通を考えるワークショップを開催
　金剛ふるさとバスの沿線を主な対象地域とした、公共
交通の基本計画となる地域公共交通計画の策定に向けて
準備を進めるにあたり、未来の金剛ふるさとバスのあり
方について、ぜひご意見をお聞かせください。
とき　①９月29日㈰、午前10時～、②午後２時～
ところ　①グリーンピア東条（龍泉594の２）、②かがりの郷
対象　金剛ふるさとバスの沿線に在住・在勤・在学の
18歳以上の人
定員　各30人（申し込み多数の場合抽選）
申し込み　９月13日㈮（必着）までに、メールまたは郵送
にて、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し、
〒584-8511常盤町１の１ 交通政策室〔（内線416）・
koutsu@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（持参
の場合はすばるホール４階へ）
※右図からも申し込み可。

金
剛
ふ
る
さ
と
バ
ス
の

通
学
定
期
券
な
ど
が	

ス
マ
ホ
で
販
売
開
始事

前
登
録
が
必
要
で
す
。

※
登
録
方
法
や
使
用
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
下
図
か
ら

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
交
通
政
策
室
（
内
線
４
１
７
）

金剛公民館・		
図書館で通話録音
の運用を開始

　
金
剛
公
民
館
・
図
書
館
で
は
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る

10 月１日㈫～

と
と
も
に
、
公
正
な
職
務
執
行
の

確
保
な
ど
を
目
的
に
、
10
月
1
日

㈫
か
ら
、
通
話
の
録
音
を
開
始
し

ま
す
。

　
金
剛
公
民
館
・
図
書
館
に
電
話

を
す
る
と
、
ま
ず
通
話
を
録
音
す

る
旨
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
電

話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
金
剛
公
民
館
・
図
書
館

か
ら
の
発
信
の
際
に
は
録
音
ア
ナ

ウ
ン
ス
は
流
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
金
剛
公
民
館〔
☎

（28）
１
１
２
１
〕、

金
剛
図
書
館
〔
☎

（28）
１
１
７
１
〕

多た

言げ
ん
語ご

進し
ん
路ろ

ガ
イ
ダ
ン
ス

　
外が

い

国こ
く

か
ら
来こ

ら
れ
た
り
、
外が

い

国こ
く

か
ら
帰き

国こ
く

さ
れ
た
り
し
た
子こ

ど
も

や
そ
の
家か

族ぞ
く

に
、
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

の
進し

ん

路ろ

や
高こ

う

校こ
う

に
つ
い
て
、
説せ

つ

明め
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
進し

ん

路ろ

選せ
ん

択た
く

や
高こ

う

校こ
う

生せ
い

活か
つ

な
ど
に
つ
い
て
個こ

別べ
つ

相そ
う

談だ
ん

も
で
き

ま
す
。

と
き　
10
月が

つ

13
日に

ち

㈰に
ち

、
午ご

後ご

１
時じ

～
４
時じ

（
予よ

備び

日び　
10
月が

つ

27
日に

ち

㈰に
ち

、

午ご

後ご

１
時じ

～
４
時じ

）

と
こ
ろ　
ア
イ
セ
ル
シ
ュ
ラ
ホ
ー

ル
（
藤ふ

じ

井い

寺で
ら

市し

藤ふ
じ

井い

寺で
ら

三さ
ん

丁ち
ょ
う

目め

１

の
20
）（
予よ

備び

日び　
Lリ

ッ

ク

I
C
は
び
き

の
（
羽は

曳び
き

野の

市し

軽か
る

里さ
と

一い
っ

丁ち
ょ
う

目め

１
の

１
））

対た
い

象し
ょ
う

　
外が

い

国こ
く

か
ら
来こ

ら
れ
た
ま
た

は
外が

い

国こ
く

か
ら
帰き

国こ
く

さ
れ
た
小し

ょ
う

学が
く

生せ
い

・
中ち

ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
そ
の
家か

族ぞ
く

定て
い

員い
ん　

15
組く

み

　
費ひ

用よ
う　
無む

料り
ょ
う

持も

ち
物も

の

　
筆ひ

っ

記き

用よ
う

具ぐ

申も
う

し
込こ

み
　
９
月が

つ

6
日に

ち

㈮き
ん

～
、
電で

ん

話わ

で
、（
特と

っ

活か
つ

）
と
ん
だ
ば
や
し
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

〔
☎

（24）
２
６
２
２
〕

へ
（
申も

う

し
込こ

み
先せ

ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

）

外が
い
国こ
く
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人ひ
と
へ

7

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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給
付
金
の
申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
お

よ
び
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
調

整
給
付
）
の
申
請
期
限
は
９
月
30

日
㈪
で
す
。

　
給
付
金
の
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
、
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
（
定
額
減
税
補
足
給
付

金
は
「
支
給
確
認
書
」）
が
届
い
た

人
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
期
限
ま
で
に
、
お

早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
各
給
付
金
対
象
者
の
要
件
な
ど

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

９
月
30
日
㈪
ま
で

・

対象給付金 コールセンター 受付・相談窓口

物価高騰対応支援給付金 給付金専用コールセンター
〔☎0120（101）270〕

市役所４階特設窓口
（増進型地域福祉課）

定額減税補足給付金
（調整給付）

調整給付金コールセンター
〔☎ 0120（528）054〕 すばるホール３階会議室５

受付時間はいずれも、コールセンターは月～金曜日（祝日を除く）、午前９時～午後５時、
窓口は月～金曜日（祝日を除く）、午前９時～午後５時 30 分です。

●各給付金コールセンターおよび受付・相談窓口

▼物価高騰対
応支援給付金

▼定額減税補
足給付金

９月は「認知症月間」です

　
令
和
6
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た

「
認
知
症
基
本
法（
共
生
社
会
の
実

現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基

本
法
）」
に
よ
り
、
9
月
21
日
は

「
認
知
症
の
日
」、
9
月
は
「
認
知

症
月
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、「
富
田
林
市
認
知
症

と
伴と

も

に
あ
ゆ
む
笑
顔
の
ま
ち
条
例

（
令
和
4
年
10
月
1
日
施
行
）」
を

制
定
し
、
認
知
症
に
関
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
、関
係
機
関
、事
業
者
、地

域
組
織
、
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
認
知
症
の
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
、
希
望
を
も
っ
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し

ま
す
。

　「
認
知
症
か
な
？
」
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
認
知

症
の
症
状
へ
の
対
応
方
法
や
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、
左
記
ほ
ん
わ

か
セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
や
高
齢
介
護
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
介
護
課
（
内
線
１
９
７
）

都
市
計
画
の
素
案
に
関
す
る

公
聴
会
を
開
催

　

南
部
大
阪
都
市
計
画
用
途
地

域（
金
剛
中
央
公
園
）の
変
更
に

つ
い
て
、縦
覧
の
期
間
を
設
け
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
市
在
住
の
人
お
よ
び
利
害

関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
日

ま
で
に
公
述
申
出
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
述
申
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
・
公
述
申
出
書
提
出
期
間　

９
月
２
日
㈪
～
17
日
㈫

縦
覧
場
所　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４

階
都
市
計
画
課
お
よ
び
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（
都
市
計
画
課
の
ペ
ー
ジ
）

公
聴
会
開
催
日　
９
月
30
日
㈪
、

午
後
１
時
～

公
聴
会
開
催
場
所　
す
ば
る
ホ 

ー
ル
４
階
秀
月
の
間

公
述
申
出
書
の
提
出
方
法　
意

見
の
要
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
並

び
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
な

ど
を
書
い
た
公
述
申
出
書
を
持

参
、も
し
く
は
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
〒
５
８
４・８
５
１
１
常
盤

町
１
の
１　
都
市
計
画
課
〔（
内

線
４
５
１
、４
５
３
）・

tokei@
city.tondabayashi.lg.jp

〕
へ

圏域 担当区域 設置場所 問い合わせ 受付時間

第１ 喜志・第一中学校区 市役所２階
高齢介護課

☎ (25)1000
（内線 196） 午前９時～午

後５時 30 分
（土・日曜日、
祝日、年末年
始は除く）

第２ 第二・第三中学校区 かがりの郷 ☎ (25)8205

第３ 藤陽・明治池・葛城・
金剛中学校区

けあぱる
☎ (28)8631けあぱる金剛

（金剛連絡所２階）

●ほんわかセンター（地域包括支援センター）
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子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
頸
部

と
い
う
子
宮
の
出
口
に
近
い
部
分

に
で
き
る
が
ん
で
、
若
い
世
代
の

女
性
に
も
多
く
発
症
す
る
が
ん
で

す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
H
P
V
）の
感
染
が
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス（
H
P
V
）の
感
染
は
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
、
50
～

90
％
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　
接
種
の
詳
細
、
実
施
医
療
機
関

な
ど
に
つ
い
て
は
、右
下
図
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

公
費
で
の
接
種
期
間
は	

令
和
７
年
３
月
末
ま
で

　

高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
と

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
が

公
費
で
接
種
で
き
る
の
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
原
則

３
回
接
種
と
な
っ
て
お
り
、標
準
的

な
接
種
間
隔
で
接
種
す
る
と
３
回

接
種
完
了
ま
で
半
年
間
の
期
間
を

要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、令
和
６
年

９
月
30
日
㈪
ま
で
に
開
始
し
な
け
れ

ば
、期
間
内
に
公
費
で
３
回
接
種
を

完
了
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
定
期
接
種
対
象
者

　
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
相
当

の
女
子（
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平

成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子
）

■
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

任
意
接
種
費
用
助
成	

	

（
償
還
払
い
）
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

で
、令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
左

記
の
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で

接
種
さ
れ
た
人
は
か
か
っ
た
費
用
の

う
ち
規
定
の
額
の
費
用
助
成
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

・
2
価
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
）

・
4
価
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
（
ガ
ー

ダ
シ
ル
）　

※
９
価
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ル

ガ
ー
ド
９
）
は
対
象
外
で
す
。

　
助
成
額
は
、
市
が
定
め
る
額
と

実
際
に
支
払
っ
た
額
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
令
和
７
年

３
月
31
日
㈪
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

（28）
５
５ 

２
０
〕

引き続き熱中症に
ご注意を
問保健センター〔☎(28)5520〕

　まだまだ残暑が厳しい時期です。
引き続き熱中症にご注意ください。
外出時は天気予報や「熱中症警戒
アラート」を参考に、暑い日や時
間帯を避け、無理のない範囲で行
動しましょう。

熱中症予防のためにできること

喉が渇く前に
水分補給

涼しい場所に
移動しよう

日傘や帽子を
活用しよう

塩分補給
エアコンで温度・
湿度を調整 声を掛け合おう

\高齢者や子どもに気配りを /激しい運動・作業などで
たくさん汗をかいたら

子
宮
頸け
い
が
ん
予
防
の
た
め
の

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

▶熱中症特別警戒アラート・
熱中症警戒アラート発表状況

あなたのデザインが大阪南消防組合のマスコットに
　多くの人に愛され、親しまれるキャラクターを皆さんと作り上げる
ため、マスコットキャラクターのデザインを一般公募します。
　申し込み方法など詳しくは、右図からご覧ください。
募集期間　９月２日㈪～10月31日㈭
応募資格　本市、柏原市、河内長野市、羽曳野市、藤井寺市、太子
町、河南町および千早赤阪村に在住・在勤・在学の人
問大阪南消防局人事企画課企画係〔☎072(958)9988〕

高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
と

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
へ
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９
月
は
防
災
月
間

　
９
月
は
、
大
正
12
年
に
起
き
た

関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、「
防
災
月

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
は
、
人
の
力
で
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、日

頃
か
ら
災
害
に
対
応
で
き
る
用
意

を
し
て
お
け
ば
、
被
害
の
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
備
蓄
品
の
再
確
認

や
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
て

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
を
は
じ
め

と
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
や
食
料
品
や
日

用
品
の
供
給
が
途
絶
え
た
場
合
に

備
え
て
、
日
頃
か
ら
飲
料
水
や
非

常
食
な
ど
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
保
存
期

間
が
長
い
も
の
を
中
心
に
、
最
低

３
日
分（
で
き
れ
ば
１
週
間
分
）を

災
害
へ
の
備
え	

	
で
き
て
い
ま
す
か
？

「救急フェア」を開催

　
毎
年
9
月
9
日
は「
救
急
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
一

週
間
は
、「
救
急
医
療
週
間
」（
今

年
は
9
月
8
日
㈰
～
14
日
㈯
）
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
救
急
医
療
や

救
急
業
務
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
救
急
フ
ェ
ア
を
実

施
し
ま
す
。

と
き　
9
月
7
日
㈯
、
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ
・
内
容　
エ
コ
ー
ル
・
ロ

ゼ
1
階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
＝
胸
骨

圧
迫
体
験
や
応
急
処
置
体
験
、
ポ

ス
タ
ー
展
示
な
ど
、
エ
コ
ー
ル
・

ロ
ゼ
1
階
専
門
店
正
面
出
入
口
前

＝
救
急
車
・
救
急
資
機
材
展
示

※
写
真
撮
影
が
で
き
ま
す
。

費
用　
無
料（
当
日
直
接
会
場
へ
）　

問
大
阪
南
消
防
組
合
富
田
林
消
防

署
〔
☎

（23）
１
１
２
３
〕

防火管理者資格取得講習会
とき　甲種＝10月28日㈪、29日㈫（全
２回）、乙種＝10月28日㈪（全１回）
ところ　ノバティホール（河内長野市
長野町五丁目１の303）　
定員　80人　
受講料　甲種＝8000円、乙種＝7000円　
申し込み　９月10日㈫～17日㈫に、
右下図の申し込みフォームへ（申し込
み先着順 )
※詳しくは、（一財）大阪府消
防防災協会のウェブサイトを
ご覧ください。
問（一財）大阪府消防防災協会〔☎06

（6943）7654〕　

富田林消防署

問
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５
０
３
）

家
族
分
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。
平
時

か
ら
多
め
に
購
入
し
て
お
き
、
消

費
し
た
ら
補
充
す
る
と
い
う
習
慣

（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）
に
す
れ

ば
、
常
備
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
地
震
の
揺
れ
に

よ
る
家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下
を

防
止
す
る
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▲災害に対す
る備蓄

▲家具などの
転倒防止対策

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を	

ご
活
用
く
だ
さ
い　

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
想
定
区
域
や
避
難

場
所
な
ど
の
防
災
関
連
施
設
の
位

置
な
ど
を
表
示
し
た
地
図
で
す
。

　
日
頃
か
ら
危
険
な
箇
所
を
把
握

し
、
洪
水
・
土
砂
災
害
に
対
す
る

警
戒
・
避
難
の
参
考
と
す
る
と
と

も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の

４
カ
国
語
と
や
さ
し
い
日
本
語
版

が
あ
り
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔと

ん

ぱ

る

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
多
文

化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

防
災
ア
プ
リ		

	

「 

Ｈハ

ザ

ー

ド

ン

Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」

　
本
市
で
導
入
し
て
い
る
防
災
ア

プ
リ
「
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」
は
、

本
市
や
気
象
台
が
発
信
す
る
気
象

情
報
や
、
避
難
情
報
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
入
手
し
た
り
、
地
図
で

浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
確
認
し
た
り
で
き
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
防
災
ア
プ
リ
で

す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
印
刷
物

を
公
共
施
設
な
ど
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
こ

の
ア
プ
リ
内
の
地
図
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
の
一

つ
と
し
て
同
ア
プ
リ
を
入
手
し
、ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▲ iPhone

▲ Android
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自転車運転時はヘルメット
を着用しましょう

　
道
路
交
通
法
で
は
、
全
て
の
自

転
車
利
用
者
（
同
乗
す
る
幼
児
な

ど
を
含
む
）
は
、
乗
車
時
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
も
、
今
年
、
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
際
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
「
頭
部
損
傷
」
で
亡
く
な

る
と
い
っ
た
死
亡
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

自
転
車
に
乗
車
す
る
際
は
、大

切
な
頭
部
を
守
る
た
め
、自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
交
通
政
策
室
（
内
線
４
１
６
）

交通安全講習会を開催
　交通ルールの遵守など交通安全に対する意識を
高めるため、次のとおり交通安全講習会を開催し
ます。
　運転免許証をお持ちの人は、最寄りの会場で受
講しましょう。また、運転免許証をお持ちでない
人も受講できますので、交通安全に関心のある人
は、この機会にぜひ受講してください。
　日程などは下表のとおりです。

※運転者講習受講カードを持っている人は、持参
してください。
※各会場の駐車台数には限りがありますので、で
きる限り公共交通機関をご利用ください。
※ Topic へ車でお越しの場合は、市役所駐車場
または市営東駐車場をご利用ください。
参加費　無料（当日直接会場へ）
問交通政策室（内線416）

とき ところ

９月12 日㈭、午後７時～ レインボーホール
（市民会館）

９月13 日㈮、午後７時～ 久野喜台小学校
９月14 日㈯、午前10 時～ T

ト ピ ッ ク
opic

９月15 日㈰、午前10 時～ かがりの郷
※いずれも 30 分前より受け付け。
※全ての会場で手話通訳が付きます。

交
通
安
全
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

と
き　
９
月
22
日
㈷
、
午
前
10
時

～
正
午
（
午
前
９
時
45
分
開
場
予

定
）

※
小
雨
時
は
規
模
を
縮
小
し
て
開

催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

富
田
林
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
（
寿
町
三
丁
目
７
の
７
）

内
容　
白
バ
イ
、パ
ト
カ
ー
と
の
記

念
写
真
撮
影
、
交
通
標
識
ビ
ン
ゴ

大
会
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
、
電
動
カ
ー
ト
試
乗
体
験

費
用　
無
料（
当
日
直
接
会
場
へ
）

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た

だ
く
か
、
徒
歩
、
自
転
車
で
の
ご

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
富
田
林
警
察
署
交
通
課
〔
☎

（25）

１
２
３
４
〕

青色防犯パトロール活動助成金のご利用を
　本市では、子どもの安全を見守るため、青色回転灯を
装備した車両を用いて、下校時などに自主的に防犯パト
ロールを実施している団体に対して「青色防犯パトロー
ル活動助成金」を交付しています。
　助成対象団体や内容など詳しくは、市ウェブ
サイト（危機管理室のページ）をご覧ください。
問危機管理室（内線9504）

秋の全国交通
安全運動

運
動
の
重
点

・
反
射
材
用
品
等
の
着
用
推
進
や

安
全
な
横
断
方
法
の
実
践
等
に
よ

る
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
以
降
の
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促

進
と
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

・
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

大
阪
重
点

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

ス
ロ
ー
ガ
ン

・
自
転
車
も　
歩
行
者
優
先　
安

全
走
行

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
な
行
動
を
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
一
層
の
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
交
通
政
策
室
（
内
線
４
１
６
）

９月 21日～ 30日
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12
月
４
日
～
10
日
の
「
人
権
週

間
」
に
あ
わ
せ
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
同
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

　
展
示
や
発
表
な
ど
を
通
じ
て
日

頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
12
月
14
日
㈯
、
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ご
ろ（
予
定
）

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

対
象　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
サ
ー
ク
ル
、

ク
ラ
ブ
な
ど
の
市
民
活
動
団
体

募
集　
展
示
団
体
＝
８
団
体（
申
し

込
み
先
着
順
）、
発
表
団
体
＝
３
団

体（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み　
９
月
6
日
㈮
～
27
日

㈮（
必
着
）に
、人
権
・
市
民
協
働

課（
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
）で
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
、
〒
５
８
４・８
５
１
１

ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ	

	
	

「
私（
た
ち
）の
大
切
な
も
の
」作
品
募
集

～
や
さ
し
さ
を
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
イ
に
～

　
「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
、「
大
切
に
し
て
い

る
」
ま
た
は
「
熱
中
し
て
い
る
」、

こ
と
・
も
の
・
人
な
ど
を
撮
影
し
、

あ
な
た
の
思
い
を
エ
ッ
セ
イ
に
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
思
い
出
の
写
真
、
大
切
に
し
て

い
る
写
真
、
携
帯
電
話
な
ど
で
撮

影
し
た
お
気
に
入
り
の
写
真
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

　
作
品
は
、
市
内
公
共
施
設
、
商

業
施
設
な
ど
で
巡
回
展
示
し
、
最

後
は
と
ん
だ
ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア

（
12
月
14
日
㈯
、す
ば
る
ホ
ー
ル
で

開
催
）
で
展
示
し
ま
す
。

募
集
作
品　

四
つ
切
り
ワ
イ
ド

（
2
5
4
㎜
×
3
6
8
㎜
）ま
で
の

写
真
（
必
ず
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て

く
だ
さ
い
）
と
2
0
0
字
以
内
の

エ
ッ
セ
イ
（
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

俳
句
、
川
柳
も
可
）
を
セ
ッ
ト
に

一
人
３
点
ま
で

応
募
方
法　

９
月
６
日
㈮
～
12

月
6
日
㈮
（
必
着
）
に
人
権
・

市
民
協
働
課
（
す
ば
る
ホ
ー
ル

４
階
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒

５
８
４・
８
５
１
１　

常
盤
町
１

の
１　
同
課
へ
）

※
匿
名
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
の
応

募
も
可
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

常
盤
町
１
の
１　

同
課
〔（
内
線

４
７
４
）・
FAX 

（20）
２
０
７
２
・

ji
nken@

city.tondabayashi.lg
.jp

〕
へ

※
申
込
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

「2024 とんだばやし
人権フェア」	 	 	
参加団体募集

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
補
助
金
～
チ
ャ
レ
ン
ジ・

プ
ラ
イ
ド
事
業
二
次
募
集
～

　
本
市
で
は
、「
地
域
課
題
の
解

決
」
や
「
地
域
の
活
性
化
」
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
で
活
動

す
る
市
民
の
自
主
的
・
自
発
的
な

取
り
組
み
に
対
し
、
補
助
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
二
次
募
集
を
行
い

ま
す
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
９
月
13
日
㈮
～
30

日
㈪
に
、
人
権
・
市
民
協
働
課

（
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
）
で
配

布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
メ
ー
ル

で
同
課
〔

kyoudo@
city.

tondabayashi.lg.jp

・（
内
線

４
６
９
、４
７
３
）〕
へ

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
同
課
の
ペ
ー
ジ
）か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

第51回 TBSCA英語弁論大会	
出場者募集
　本市とアメリカのベスレヘム市は今年で姉妹
都市提携60周年です。富田林・ベス
レヘム姉妹都市協会（TBSCA）では、
両市の友好親善と英語力の向上を図る
ため、同弁論大会を開催します。
とき・内容　11月10日㈰、①小学生の部＝午前
９時30分～、②中学生の部＝午後１時30分～
ところ　レインボーホール（市民会館）
出場資格　①市内在住・在学の小学５・６年生、②
市内在住・在学の中学生
演題　①自己紹介など（１分以内）、②自由題 
(例：「姉妹都市交流について」「国際交流につい
て」)（３分以内）
表彰　中学生の部から入賞者を選考
申し込み　９月30日㈪（消印有効）、午後５時
30分までに、T

と ん ぱ る

ONPAL（多文化共生・人権プラザ）
に備え付けの申込書に必要事項を記入し、持参ま
たは郵送で、〒584-0024 若松町一丁目７の１
TONPAL〔☎ (24)0583〕（市立小・中学生は学
校を通じて申し込み）へ
※申込書は、市ウェブサイト（TONPAL のページ）
からダウンロードもできます。
※申し込み多数の場合は、学校単位で選抜（小学
生は各校４人、中学生は各校６人まで）。
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コミュニティ助成事業
申請団体を募集

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の

整
備
や
、
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
文
化
･
学
習

活
動
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
対
し
、

助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
市
を
通
じ

て
同
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
ま
す
。

対
象
団
体　
町
会
（
自
治
会
）
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

募
集
件
数　
各
１
件

※
同
助
成
事
業
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
人
権
・

市
民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
９
月
25
日
㈬
、
午
後

５
時
30
分
ま
で
に
、
人
権
・
市
民

協
働
課
（
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
）

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
同
課
（
内
線
４
７
３
）
へ

（
郵
送
不
可
）

※
申
請
用
紙
は
右
上
図
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
複
数
の
団
体
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
、
10
月
４
日
㈮
に
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

対象事業 助成額 募集
件数

①一般コミュニ
ティ助成事業

イベント用テント、会議机、地
車用備品などの費用 100万円～ 250万円

各１件
②コミュニティセ
ンター助成事業 集会所の新築、大規模改修の費用 助成率５分の３以内

で、上限2000万円

③青少年健全育
成助成事業

スポーツ･レクリエーション活動
や文化･学習活動に関する事業お
よびその他コミュニティ活動の
イベントに関する事業など

30 万円～ 100 万円

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
分
科
会

実
施
団
体
募
集

　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
捉
え

た
講
座
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
に
役
立
つ
講
座
な
ど
を
企

画
・
実
施
す
る
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）

を
募
集
し
ま
す
。

と
き　
令
和
7
年
1
月
18
日
㈯
、

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル

募
集
団
体　
２
団
体　

※
実
施
団
体
は
、
応
募
書
類
に
よ

る
選
考
で
決
定
し
ま
す
。

過
去
の
テ
ー
マ
例　
L
G
B
T
Q
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
な
ど

申
し
込
み　

９
月
27
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
人
権
・
市
民
協
働

課
（
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
）
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

〒
５
８
４・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１　
同
課
〔（
内
線
４
７
２
）・
FAX 

（20）
２
０
７
２
・

jinken@
city.

tondabayashi.lg.jp

〕
へ

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
な
ど
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

日
商
簿
記
３
級
検
定
講
習
会

と
き　
10
月
27
日
～
令
和
７
年

１
月
26
日
の
日
曜
日（
11
月
10
日
、

12
月
29
日
、令
和
７
年
１
月
12

日
を
除
く
）、午
前
10
時
～
午
後

４
時（
全
11
回
）

と
こ
ろ　
高
槻
市
立
総
合
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー（
高
槻
市
紺
屋
町

１
の
２
）

受
講
料　
５
０
０
０
円（
教
材
費

な
ど
）　
定
員　
25
人

申
し
込
み　

９
月
27
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
、大
阪
府
立
母
子
・
父

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
登
録
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
往
復
は

が
き
に
、講
座
名
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、

志
望
動
機
、過
去
に
同
セ
ン
タ
ー

で
受
講
し
た
講
座
、
W
i
‐
F
i

環
境
の
有
無
、保
育
希
望
者
は
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢
（
対
象
は
２

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）
を
記
入
し
、

〒
５
３
7
・
０
０
２
５
大
阪
市
東

成
区
中
道
一
丁
目
３
の
59　
大
阪

府
立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
☎
０
６（
６
７
４
８
）０
２
６
３
〕へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

ＬＧＢＴＱコミュニティ	 	
スペース「にじいろブーケ」
　LGBTQ当事者、当事者かも
と思う人、理解・支援したい人
の集まり・交流会です。
　今回は「モルック」を楽しみ
ながら、参加者の皆さんで交流します。
とき　９月28日㈯、午後１時～３時　
ところ　金剛中央公園
定員　20人
参加費　200円
申し込み　９月26日㈭までに、メールで、講座
名、参加者の氏名（匿名可）を記入し、人権・
市民協働課〔（内線474）・ jinken@
city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込
み多数の場合抽選、電話申し込み可）
※右図からも申し込み可。
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■
公
立
保
育
園
の
保
育
士

業
務
内
容
・
受
験
資
格
・
採
用
人

数
・
試
験
日
・
任
用
期
間

下
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

試
験
場
所　
市
役
所
４
階
こ
ど
も

育
成
課

試
験
内
容  

い
ず
れ
も
書
類
審
査
、

面
接
試
験

合
格
発
表　
試
験
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
本
人
に
郵
送
で
通
知

申
し
込
み　
随
時
受
け
付
け
（
採

用
者
が
決
ま
り
次
第
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。）、
所
定
の
申
込

書
に
写
真
を
貼
っ
て
必
要
事
項
を 

記
入
し
、
資
格
証
の
写
し
を
添
え 

て
、こ
ど
も
育
成
課（
内
線
２
８
１
）

へ（
郵
送
不
可
）

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

（
公
立
保
育
園
）

業務内容 受験資格 採用人数 試験日 任用期間

①保育士

保育業務

保育士資格（府地域限定
保育士を含む）を有する
人、または任用日までに
資格取得見込みの人

３人程度 申し込み時
にお知らせ

（相談可）

任用開始日～
令和７年３月
31日㈪（※１）②時間外保育士 １人程度

※１　希望される場合は、勤務成績などにより再度の任用の手続きが可能です。ただし、必要業
務がない場合には希望されても任用できません。

府
都
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス	

企
業
団
職
員
募
集

応
募
資
格　
平
成
11
年
４
月
２

日
か
ら
19
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
、短
期
大
学
、高
等
専

門
学
校
も
し
く
は
高
等
学
校
を

卒
業
、ま
た
は
令
和
７
年
３
月
31

日
㈪
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

採
用
人
数　
２
人
程
度

採
用
期
日　
令
和
７
年
４
月
１

日
㈫
に
採
用
予
定

第
一
次
試
験
日　
令
和
６
年
10

月（
予
定
）

申
し
込
み
期
間　
９
月
６
日
㈮

～
25
日
㈬

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳
し
く

は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
住

之
江
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
府
都
市
ボ
ー
ト
レ
―

ス
企
業
団
総
務
課〔
☎
０
６ 

（
６
６
８
２
）６
２
３
０
〕（
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　
市
内
で
創
業
を
考
え
て
い
る
人
を

対
象
に
、同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。全
日
程
を
受
講
し
て
証
明
書
を

発
行
さ
れ
た
人
は
、創
業
の
際
に
優

遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
９
月
19
日
㈭
、26
日
㈭
、10

第３回
創業支援	セミナー
参加者募集

月
３
日
㈭
、
17
日
㈭
、
い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　
Lリ

ッ

ク
I
C
は
び
き
の
（
羽
曳

野
市
軽
里
一
丁
目
１
の
１
）

定
員　
20
人

申
し
込
み　
９
月
６
日
㈮
～
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
で
、富
田
林
商
工
会

〔
FAX
(25)
９
０
０
９
〕
へ
（
申
し
込
み

先
着
順
）  

※
申
込
用
紙
は
下
図
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
商
工
観
光
課
（
す
ば
る
ホ
ー
ル

４
階
）
で
も
受
け
付
け
。

問
富
田
林
商
工
会〔
☎
(25)
１
１
０
１
〕、

商
工
観
光
課
（
内
線
４
８
１
）

生活支援サービス従事者研修
　この研修を受けると、介護に関する資格が
なくても、市指定の事業所で「生活支援サー
ビス従事者」として仕事に就けます。
とき　10月５日～11月２日の毎週土曜日、午
前９時～午後０時10分（全５回）
ところ　今城クリニックことほぎ（寿町二丁
目４の30）
対象　市内在住で本市に住民登録がある人
定員　15人　費用　無料
申し込み　９月25日㈬（午前９時～午後５時
30分）までに、今城クリニックことほぎ〔☎
(55)2239〕へ（申し込み多数の場合抽選）
※９月21日㈯、午前10時～、同会場で研修
内容の説明会を開催します（定員15人）。参
加を希望する人は、９月17日㈫までに今城
クリニックことほぎへお申し込みください。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
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障
が
い
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ

き
、
本
市
で
は
、「
障
が
い
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
養

護
者
か
ら
の
虐
待
、
福
祉
施
設
・

雇
用
先
で
の
虐
待
の
相
談
・
対
応

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
法
に
は
、
虐
待
に
気
づ
い
た

人
の
通
報
義
務
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
虐
待
を
身
近
な
問
題
と
し

て
捉
え
、
社
会
全
体
で
予
防
や
早

期
発
見
・
対
応
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
誰
も
が

み
ん
な
で
防
ご
う

障
が
い
者
虐
待

■障がい者虐待に関する窓口
通報・
相談窓口

障がい福祉課（障がい者虐待防止センター）
〔（内線 434）・FAX (25)3123〕

相談窓口

聖徳園みどりの風 ( 障がい者基幹相談支援セ
ンター）〔☎ (26)8627・FAX (26)8628〕

つじやま相談室 ( 障がい者基幹相談支援セン
ター）〔☎ (28)5311・FAX (40)1513〕

四天王寺悲田富田林苑 ( 障がい者基幹相談支
援センター )〔☎ (29)0500・FAX (29)0282〕

　
警
察
庁
自
殺
統
計
に
基
づ
く
令

和
5
年
中
の
自
殺
者
数
の
状
況
は
、

全
国
で
２
万
１
８
３
７
人
、
大
阪

府
で
は
１
３
８
３
人
で
前
年
よ
り

１
０
５
人
減
少
し
た
も
の
の
、
1

日
に
約
4
人
の
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
や
辛
い
と
き
に
話

を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、
気

持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
話
し
な
が
ら
自
分
の

中
で
解
決
策
が
見
つ
か
る
こ
と
も

相談名 とき 電話番号

こころの健康相談統一
ダイヤル

月～金曜日（祝日、年末年始は除
く）、午前９時 30 分～午後５時
※９月１日㈰の午前９時 30 分～
30 日㈪の午後５時は、24 時間体
制で相談を受け付けます。

〔☎ 0570（064）556〕

こころの電話相談
月・火・木・金曜日（祝日、年
末年始は除く）、午前９時 30 分
～午後５時

〔☎ 06（6607）8814〕

若者専用電話相談
（わかぼちダイヤル）

水曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時 30 分～午後５時 〔☎ 06（6607）8814〕

富田林保健所
精神保健福祉相談

月～金曜日（祝日、年末年始は
除く）、午前９時～午後５時 45
分

〔☎（23）2684〕

大阪府妊産婦こころの
相談センター

月～金曜日（祝日、年末年始は
除く）、午前 10 時～午後４時 〔☎ 0725（57）5225〕

自死遺族相談（予約制）
大阪府こころの健康総
合センター

月～金曜日（祝日、年末年始は
除く）、午前９時～午後５時 45
分

〔☎ 06（6691）2818〕

関西いのちの電話 365 日、24 時間対応 〔☎06（6772）1121〕

国際ビフレンダーズ
大阪自殺防止センター

金曜日の午後１時～日曜日の午後
10 時 〔☎ 06（6260）4343〕

こころの救急箱 月曜日の午後７時～翌午前３時、
木曜日の午後７時～ 10 時 〔☎ 06（6942）9090〕

自殺予防いのちの電話 毎日、午後４時～９時、毎月 10
日の午前８時～翌午前８時 〔☎ 0120（783）556〕

相談窓口一覧　
大阪府のこころの健康総合センターのページ（右図）に相談窓口一
覧を掲載しています。

９月 10 日～ 16 日は
自殺予防週間

９月24日～30日は		 	
結核・呼吸器感染症予防週間　
　結核は過去の病気ではありません。
　大阪府では、毎年1000人以上が結核
と診断されており、特に高齢者の割合が
多くなっています。
　年１回は健診などで胸部レントゲン検
査を受けましょう。「咳が２週間以上続
く」「体重減少」「微熱が続く」「寝汗」「だ
るさ」などの症状があれば早めに医療機
関を受診しましょう。高齢者の場合は咳
や痰

た ん

といった特徴的な症状が現れないこ
とがあります。
　早期発見・早期治療は本人の重症化を防
ぐためだけではなく、大切な家族や周りの
人への感染を予防するためにも重要です。
問富田林保健所〔☎（23）2683〕

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
に
相
談
し

に
く
い
こ
と
や
、ど
こ
に
相
談
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
な

ど
は
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、専
門

の
相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に
気

づ
い
た
ら
、
話
を
聴
い
て
寄
り
添

い
、
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
〔
☎
(28)

５
５
２
０
〕

問
障
が
い
福
祉
課
（
内
線
４
３
４
）
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防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
制
度

～
町
会
（
自
治
会
）
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
～

　
地
域
の
見
守
り
、
住
宅
地
な
ど

で
の
犯
罪
抑
止
な
ど
、安
全
で
、安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、市
民

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
同

補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
団
体　
町
会（
自
治
会
）

な
ど

補
助
金
額　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

設
置
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
の
額

（
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

で
、一
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円

※
耐
用
年
数
の
経
過
に
伴
う
更
新

（
機
器
入
替
）に
つ
い
て
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

※
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
前
に
申
請
が

と
き　
９
月
１
日
㈰
、８
日
㈰
、10

月
６
日
㈰
、13
日
㈰
、11
月
３
日

㈰
、午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
（
市
役
所
１
階
）

予
約
方
法　
希
望
日
の
２
開
庁
日

前
ま
で
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
予
約
の
上
、申

請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎

（26）

９
８
１
５
〕（
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）、
第
１・２
日
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）、市
民

窓
口
課（
内
線
１
３
１
、１
３
２
）

レインボーホール（市民会館）
特別会議室の割引サービスを開始
　特別会議室に備え付
けのお手洗いを利用し
ない場合、料金を値引
きします。
開始時期　令和７年４月１日～
対象施設　レインボーホール１階特別会議室

（収容人数12人）
費用　全ての料金区分で約35％値引き
※料金区分など詳しくは、同ホールホーム
ページ（右上図）をご覧いただくか、お問い合
わせください。
申し込み　10月１日㈫、午前９時～、電話で、
レインボーホール〔☎（25）1117〕へ（申
し込み先着順）

マイナンバーカード	
日曜交付（事前予約制）

無
料
ご
み
シ
ー
ル
の
配
布
用	

封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

　
南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、

同
組
合
が
製
作
し
、
同
組
合
構
成

市
町
村
（
富
田
林
市
、
河
内
長
野

市
、
大
阪
狭
山
市
、
河
南
町
、
太

子
町
お
よ
び
千
早
赤
阪
村
）
よ
り

配
布
す
る
無
料
ご
み
シ
ー
ル
（
令

和
７
年
度
分
）
の
配
布
用
封
筒
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
の
配
布　
９
月
20
日
㈮

ま
で
、
同
組
合
第
１
清
掃
工
場
で

配
布

※
同
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　
９
月
２
日
㈪
～
20
日

㈮（
郵
送
の
場
合
は
、18
日
㈬
ま
で

の
消
印
有
効
）に
、募
集
要
項
に

基
づ
き
作
成
し
た
書
類
を
、〒
５

８
４・
０
０
５
４
甘
南
備
２
３
４

５　
南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務

企
画
課
〔
☎

（33）
6
5
8
4
〕
へ　

※
募
集
要
項
の
配
布
、
申
し
込
み

の
受
け
付
け
、問
い
合
わ
せ
は
、月

～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
。

全国家計構造調査にご協力を
　令和６年10月から11月にかけて、令和６年全国家計構
造調査を実施します。本調査は、家計における消費、所得、
資産などの実態を調査する国の基幹統計調査です。
　その前段階として、統計調査員が、９月より本市の一部の
地域を訪問しますので、ご協力をお願いします。
問総務課（内線331）

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
運

用
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
４
）
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Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　７月16日、Daigas
グループ“小さな灯

ともしび

”
運動の一環として、児
童館に「マジックナイ
ン」などを寄贈してい
ただきました。

　７月19日、寄附金
をいただいた株式会社
ケイ・エス分析セン
ター様に感謝状を贈呈
しました。

　７月18日、企業版
ふるさと納税としてご
寄附いただいた阪本印
刷株式会社様に感謝状
を贈呈しました。

　７月17日、コーナ
ン商事株式会社と「災
害時における物資の供
給に関する協定」を締
結しました。

　 ７ 月19日、「2024
ダンスワールドカップ
ファイナル」にチーム
ジャパンのメンバーと
して出場された清水 
千尋さんが表敬訪問さ
れました。

　７月24日、本市、大 
阪大谷大学、阪南大学、
UR 都市機構で金剛地
区のエリア活性化に向
けた包括連携協定を締
結しました。

　７月27日、第２期
外国人市民会議がス
タートしました。テー
マは「外国人市民から
みたもっと住み（暮ら
し）やすいまち富田林」
です。

　７月29日、J
ジ ャ イ カ

ICA 海
外協力隊として、ガー
ナでコミュニティ開
発、農業の分野の支援
のために赴任される 
今垣 雄太さんが表敬
訪問されました。

　８月９日、本市で 
大阪なすやきゅうり、
海老芋などを育ててい
る浅岡 弘二さん、南 
信宏さんが大阪府から

「農の匠」に認定され、
表敬訪問されました。

　8月20日、「 第10回
全日本トランポリン競
技ジュニア選手権大
会」で優勝の成績を収
めた鈴木 央

ひ さ

乙
と

さんが
表敬訪問されました。

17

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037

広報とんだばやし2024年９月号


